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として成り
立っているのである。ここで確認しておきたいのは、そのあり方が制度のレ
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韓国の「文化観光解説士」のあり方と〈ボランティア性〉に関する一考察　　117
ベルで規定されていない














か 2004; 田口ほか 2009］。第二は、観光ボランティアガイドの活動を通して
地元への愛着心・「わがまち意識」［深見 2009: 54］が生まれるという点であ
る［今井ほか 2004; 寺村 2009］。第三は、地元の歴史や文化を学びたいとい
う学習欲求を満たしたり一層刺激したりする生涯学習的側面であり、この学
習を通じて地元の歴史や文化に新たな価値を付与したり、新しい観光資源づ
くりにも直接かかわり得るという点である［加藤ほか 2003; 寺村 2009; 安福
2014; 磯野 2015・2016］。そして最後は、観光ボランティアガイドとしての
活動が、それ以外の地域活動への関心や参加を促すきっかけになるという点






















































に 2011年 4月に一部改正された（法律第 10556）。現行の観光振興法（法律
第 16051号）によると、解説士は「観光客の理解と鑑賞、体験の機会を増進
させるため、歴史・文化・芸術・自然等の観光資源の全般に対する専門的な
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
解説を提供する者
4 4 4 4 4 4 4 4
」（傍点は筆者、以下同）と定義される（第 2条）。観光振
興法は他にも、解説士の「養成及び活用計画等」（第 48条の 4）、「養成教育
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の原因を文化的側面から診断し、‘文化による危機の克服






































































労時間が 1970年の 52時間から、2000年には 44時間までに減少し、さらに、
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関する専門知識
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や歴史学を専門とする退職教員





























～ 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 計
ソウル 0 49 10 18 36 34 42 25 11 25 23 23 8 18 29 0 14 365
釜山 81 0 0 0 0 0 15 17 17 0 12 12 0 18 0 0 0 172
大邱 49 37 0 27 0 0 88 40 0 0 24 0 0 15 0 0 0 280
仁川 43 0 16 0 41 12 41 15 7 20 3 3 17 0 4 10 14 246
光州 39 0 20 22 41 0 15 24 17 0 0 0 0 0 26 0 0 204
大田 25 10 0 20 0 0 40 15 12 0 0 0 0 0 0 0 20 142
蔚山 59 0 0 5 0 15 0 14 8 5 0 0 13 0 11 15 11 156
世宗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5 0 0 0 10
京畿 163 0 149 98 64 58 53 74 74 51 64 0 50 0 35 0 61 994
江原 34 7 29 22 12 41 10 30 27 33 20 20 0 35 23 15 14 372
忠北 56 0 0 3 2 12 73 25 71 20 0 11 0 8 0 0 0 281
忠南 83 0 35 0 30 18 0 18 26 17 26 10 0 14 23 17 7 324
全北 83 0 0 0 30 40 76 56 47 22 42 42 22 20 31 35 27 573
全南 56 0 14 14 0 29 60 43 75 56 60 25 38 26 15 28 34 573
慶北 121 0 49 0 51 0 133 76 31 0 47 47 0 32 37 0 0 624
慶南 70 0 47 0 47 35 0 45 33 45 14 19 20 7 19 20 22 443
済州 73 0 46 0 68 0 0 43 0 0 0 0 0 41 0 41 0 312
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ら 65歳以下
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がほしいんです」と
いう主張を紹介し、高齢者の雇用問題
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の方針と、解説士の健康保護
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ているとしても
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、運営指針上の定義はボランティア


































自 願 奉 仕
ランティア活動基本法」（法律第 7669
号）がある。同法によると、「ボランティア活動」は、「無報酬性





























予算額は、2017年より 16億 1,800万ウォン増額された 67億 3,500万ウォン
であり、そのうち、解説士の「育成支援」に 65億 1,300万ウォン、「教育・















市の 15,000ウォン 86）を除き、他の全ての地方自治団体は 3～4万ウォン台
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動であると同時に就労でもある









390㎢・総人口約 27万人 92））では、2019年 9月現在、43人の解説士が活
動している 93）。そのうち、全体の約 4割を占める 17人が 60歳以上、60歳
未満の 26人もその約 9割が 50代以上であり、20・30代の解説士はいない。
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」だと思
います。わざわざ（群山に）来てくださる観光客に旅の幸せを伝える
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に、もっと勤務したい方は勤務できるようにしてあ
げればいいと思います。そうすると、ペイが確保
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されますから、みんな安



























































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
に参加できる
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 3）拡大国家観光戦略会議関係部署合同 2019『大韓民国の観光の革新戦略』、p. 9。
 4）地域住民と観光客の関係や観光客による観光活動のインパクトに着眼した人
類学者のバレーン・スミス（Valene L. Smith）は、彼女の編著（1977）であ















































































30） 2010年 1月発行の「文化観光解説士運営指針」では、活動経歴 5年未満の場





















































































67）「国家人権委員会差別是正委員会決定」（事件番号 10陳情 0364300）2011年 4
月 11日、p. 2。
68）前掲注 67、pp. 4・5。






















































99） 2016年 11月 17日に群山市の観光案内所で聞き取り調査を実施した。B氏の
語りは、その場で得られたものである。




正を求める立場であったが、B氏と C氏に話を聞いた 2016年と 18年には、そ
の問題は既に解決され、活動日数の制限が最も重大なイシューになっていた。
102）「国連ボランティア計画」（United Nations Volunteers）が 2018年に刊行した白
書 The thread that bindsによると、ボランティアリズム（volunteerism）とは、
「自由意志かつ一般的な公益のために行われる活動で、金銭的な報酬を主たる
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
動機としない
4 4 4 4 4 4
もの」（activities undertaken of free will, for the general public good 
and where monetary reward is not the principal motivating factor）を意味する（2018 
State of the World’s Volunteerism Report The thread that binds: Volunteerism and 





全羅南道木浦市では 2013年 12月・2014年 3月・2018年 8月、釜山広域市で
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A Study on the Characteristics and Voluntariness 
of a ‘Culture Tour Guide’ in Contemporary South Korea
Hyeon-Jeong KIM
Tourism is comprised of many different industries and is closely related 
to economic issues. In South Korea, the tourism industry is considered to have 
a growing importance and potential in the national economic sector and has 
been developed by the government. This article explores the characteristics and 
voluntariness of ‘Culture Tour Guides’ in South Korea, the volunteers explaining 
the significance of places and cultural heritage and entertaining tourists in tourist 
destinations. 
In chapter 1 I examine who culture tour guides are, focusing on the institution 
and what kinds of roles are expected as institutionalized culture tour guides. 
Chapter 2 considers how the system of culture tour guides was developed by the 
national government, highlighting the Kim Dae Jung government’s cultural policy 
related to the Asian currency and economic crisis. In chapter 3 I analyze a series 
of conflicts and disputes over the age limits applied to culture tour guides. Chapter 
4 sheds light on the discrepancy of a national system of culture tour guides paying 
attention to narratives of 3 culture tour guides in Gunsan city. Finally I attempt to 
explain the attributes of culture tour guides as institutionalized volunteers and their 
voluntariness.
